
活動報告 

団 体 名 ＲＱ小泉ボランティアセンター 

活 動 名 熊本県宇城市における熊本地震からの復旧復興のための支援活動 

活動期間 2017年 1月～2017年 6月 

活動の成果 

今回の活動の成果として、住民間において、相互扶助・共助という考え方や、こ

のような時だからこそコミュニティ形成の重要性を理解していただけるようにな

ったこと、これが最大の成果ではないかと思います。  

互いを尊重しながら、お互いに見守り、助け合ったり、時には協働で何かをした

り、これが生活再建を含めた復興というもののスピードアップに繋がっていくと

思います。まだまだすべてがという訳ではないですが、少しずつ少しずつ広がっ

ていっていることは、実感できますし、また、相互扶助・共助の面からも、他で災

害が起こると自分たちの生活再建もあるにも関わらず私たちにも何か出来る事は

ないか？と声を掛けてくださる方が増えており、被災された方々の意識改革に繋

がっていることも活動の成果の一部として、強く感じています。  

一方でコミュニティ形成がうまく出来ずにいる方々も、特にみなし仮設で多く

見受けられ、これによるしわ寄せが、子供にも影響を及ぼしているという事もあ

り、これらの解決に向けた動きをさらに進めるという課題も出てきています。 

寄付者への 

メッセージ 

このたびは、ボラサポ九州を通じ、多くの方々からのご支援を賜ることになり

ましたことに心からの御礼を申し上げます。  

ありがとうございます。  

現地においては、まだまだ復興の途上にあるにもかかわらず、水害などもあり、

時間をかなり必要としており、まだまだ皆様からの温かいご支援を必要としてお

ります。  

わたくしどもは、皆様からの温かいご支援を力に変え、また、その温かいご支援

を現地に届け、今後も復興に向けて、微力ながら活動に励んでまいりたいと思い

ます。  

このたびは、ご支援を賜り本当にありがとうございました。  

また、今後も引き続き復興に向けて頑張る現地へお気持ちをお寄せいただけま

すようお願いいたします。 

（活動のようす） 

 


